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一小交通安全鼓笛パレード
　１０月７日(月)泉崎第一小学校の５・６年生による交通安全鼓笛パレードが行われました。当日は小雨が降る中での実施
になりましたが、第一小学校から泉崎駅へ向かう道を保護者の皆さんや、近所の住民の皆さんの声援を受けながら、力強い
演奏に「交通事故ゼロ」の想いを乗せ行進しました。
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村税 
12億4,474万5千円 (30.3%）

繰入金
5,123万4千円（1.3%）

繰越金
4億5,711万円（11.1%）

使用料・手数料
4,625万円（1.1%）

 議会費
 6,043万3千円（1.6%）

総務費 
6億6,686万9千円（18.0%）

民生費 
7億4,627万
7千円

（20.1%）

衛生費 
3億7,390万円（10.1%）

労働費
3万円（0.0%）

農林水産業費 
4億1,234万3千円（11.1%）

商工費 
5,216万1千円（1.4%）

土木費 
1億3,844万円

（3.7%）

消防費 
1億7,200万
5千円（4.7%）

教育費 
5億3,306万
4千円（14.4%）

災害復旧費
1億9,259万8千円（5.2%）

公債費 
3億5,736万2千円（9.7%）

人件費
5億5,815万6千円 （15.1%）

公債費 
3億4,512万1千円（9.3%）

扶助費 
3億5,367万8千円

（9.5%）

普通建設事業費 
2億6,766万6千円（7.2%）

災害復旧事業費 
680万4千円（0.2%）

物件費
9億4,219万円（25.4%）

繰出金 
3億951万7千円（8.3%）

補助費等 
5億7,284万9千円（15.5%）

積立金 
3億1,105万5千円（8.3%）

維持補修費 
2,468万2千円（0.7%）

投資及び出資金 
1,076万4千円（0.3%）

貸付金 
300万円（0.1%）

諸収入他
6,333万6千円（1.6%）

県支出金 
3億7,101万6千円（9.1%）

地方交付税 
10億8,259万円（26.4%）

村債 
1億9,020万8千円（4.6%）

国庫支出金 
3億9,519万8千円（9.6%）

その他（地方消費税交付金等）
2億114万2千円（4.9%）

37億548万2千円37億548万2千円

22億4,015万4千円
（54.6%）

18億6,267万5千円
（45.4%）

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳　出

12億5,695万5千円（33.9%）　

2億7,447万円
（7.4%）

21億7,405万7千円（58.7%）

41億282万9千円
歳　入

歳　出

依存財源

自主財源

平成30年度　決算報告
　平成30年度一般会計の歳入は41億282万9千円（前年度比△3億767万3千円、△7.0％減）、歳出は37億548万2千円
（前年度比△2億4,790万9千円、△6.3％減）で繰越明許費繰越額1,969万9千円を引いた実質収支は3億7,764万8千円の黒
字となっています。

歳入内訳

性質別歳出 目的別歳出
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１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　193,074円
　　使われたお金　574,761円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　533,996円
　　使われたお金　1,589,653円

※平成31年３月31日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6,447人
　　　世　帯：2,331世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
103,439円

民生費
115,756円

公債費
55,431円

教育費
82,684円

農林水産業費
63,959円

衛生費
57,996円

土木費
21,474円

消防費
26,680円

災害復旧費
29,874円

商工費
8,091円

議会費
9,374円

特別会計
　特別会計は、特定の収入で特
定の事業を実施するための会計
です。一般会計と区別すること
で、それぞれの事業の収支や運
営実績を明確にすることができ
ます。村には、国民健康保険や
農業集落排水処理事業など特別
会計が５つあります。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 7億6,211万円 7億2,423万5千円 3,787万5千円
後期高齢者医療 6,051万4千円 5,907万3千円 144万1千円

介護保険 5億9,927万3千円 5億5,861万7千円 4,065万6千円

介護老人保健施設 43万5千円 43万5千円 0円

農業集落排水処理 2億2,130万8千円 2億656万8千円 1,474万円

合　　計 16億4,364万円 15億4,892万8千円 9,471万2千円

企業会計
　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営す
る地方公営企業の会計です。主
に利用者が支払う料金収入で事
業を行っています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 2億6,057万7千円 2億178万9千円 5,878万8千円
資本的 933万5千円 1億1,403万2千円 △1億469万7千円

水道事業

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 193万4千円 113万9千円 79万5千円
資本的 0円 45万7千円 △45万7千円
※収支の不足分は、内部留保資金（減価償却費など実際にお金の支出がない費用計上によって
生じた資金）等で補てんします。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収益的 1,565万9千円 1,271万8千円 294万1千円
資本的 0円 2,109万8千円 △2,109万8千円

住宅用地造成事業

工業用地造成事業
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平成30年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 一般会計の赤字の割合 赤字なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計
すべての会計の赤字の割合

赤字なし 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 8.6％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 比率なし 350.0％

健全化判断比率

　地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であるこ

とから、その動向に常に注意する必要があります。

実質公債費比率の推移
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平成30年度平成27年度 平成28年度 平成29年度平成24年度 平成25年度 平成26年度

　健全化判断比率は、自治体の財政状況を判断する基準です。各指標の数値が低い程、財政状況は健全であるといえます。

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準

水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

介護サービス事業（法非適用） 資金不足なし 20.0％

資金不足比率
　資金不足比率は、公営企業における事業規模に対する資金の不足額の比率です。
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貯金
（積立金）

村の貯金は18億9,155万円です。

村民１人当たりに換算すると２９万３千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成３０年度は、東日本大震災復興基金２１０万６千円及び墓地公苑維持管理基金１３万８千円の取り崩しが
あったものの、財政調整基金１憶８,７０７万２千円及びその他特定目的基金の泉崎駅東口開発基金１億円等の積
立により、全体で３億８３８万６千円の増加となり、平成３０年度末の基金残高は１８億９,１５５万９千円と
なっています。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成３０年度末の残高は一般会計４３億３,３８５万６千円、病院事業会計１億２,０３３万１千円、水道事業会
計２億８,９６１万７千円、農業集落排水処理事業会計９億８,４２８万７千円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は57億2,809万円です。

村民１人当たりに換算すると８８万８千円となります。
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4億9,669万円

14億2,214万円
15億8,317万円

8億28万円

10億57万円
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4億5,363万円

0

40

80

120
（億円） 一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計

平成21年度 平成29年度 平成30年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

61億160万円61億8,718万円 63億5,467万円 60億6,694万円

80億8,326万円

66億1,286万円
75億3,338万円75億3,338万円 71億9,437万円71億9,437万円

58億9,353万円 57億2,809万円
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平成30年度主な事業（一般会計）
子育て支援・高齢者福祉（民生費　7億4,627万7千円／災害復旧費　1億9,259万8千円）

障がい者自立支援事業
除染対策事業
道路等側溝堆積物撤去処理支援事業
乳幼児福祉事業
敬老祝金支給事業

1億1,886万2千円
1億911万4千円

7,668万円
2,204万1千円

500万5千円
介護予防事業

学校・生涯学習（教育費　5億3,306万4千円）

さつき公園長寿命化改修事業
学校給食費助成事業
基礎学力向上推進事業
家庭保育支援給付金支給事業
新入学小学生祝品贈呈事業

2,463万5千円
1,955万1千円
1,192万6千円

302万5千円
224万7千円

基礎学力向上推進事業

健康づくり・環境衛生（衛生費　3億7,390万円）

白河広域圏衛生処理負担金
予防事業
老人保健事業
南東北泉崎診療所事業費
母子保健事業

5,501万6千円
1,755万2千円
1,460万6千円
1,270万8千円

896万7千円
母子保健事業

道路･農業･商工業（土木費1億3,844万円／農林水産業費4億1,234万3千円／商工費5,216万1千円）

農業水利施設等保全再生事業
産地パワーアップ事業
陸上競技場仮置場原形復旧工事
谷地久保地区造成工事
賃貸戸建住宅建設事業

1億9,019万2千円
5,512万5千円
5,256万6千円
2,278万8千円

1,292万円
谷地久保地区造成工事

消防車両更新事業

消防・その他（消防費1億7,200万5千円／総務費6億6,686万9千円／公債費3億5,736万2千円／議会費6,043万3千円）

消防車両更新事業
駐車場整備工事
地域管理防犯灯電気料助成事業
泉崎デマンド交通事業
防犯灯設置工事

4,748万8千円
1,080万円

381万2千円
278万5千円
114万5千円
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樹木や生垣等の適切な管理について 問建設水道係　☎５３・２１１４

　樹木や生垣等の伐採・剪定をして適切な管理をお願いします。
　車道に樹木や生垣等が張り出していると通行に支障となるだけでなく、《交通障害》を引き起こす場合があります。
　樹木や生垣等が道路にはみ出していることが原因で事故等が発生した場合、所有者の方が《損害賠償責任》を問われる
ことがあります。（民法第７１７条・道路法第４３条）
　道路での事故防止のためにも、樹木や生垣等の所有者の皆様には伐採・剪定等の適切な管理をしていただくようお願い
します。（民法第２３３条）

令和２年度泉崎村職員（保健師）採用候補者試験 問総務係　☎５３・２１１１

　令和２年４月１日採用予定の村職員採用候補試験を行います。

◆試験日程・試験会場
【第１次試験】試験日程：令和２年１月２６日（日）　９：００受付開始
　　　　　　　試験会場：泉崎村役場
【第２次試験】該当者に別途通知します。

◆受付期間
　令和元年１１月１４日（木）～１２月２０日（金）（平日８：３０～１７：１５）
　※郵便による申込の場合は、１２月１８日（水）の消印有効

◆申込方法
　・申込用紙は役場総務課総務係で交付します。
　・申込用紙を郵便により請求する場合は、「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きした封筒に、１４０円切手を貼った

宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。
　・申込用紙に必要事項を記入し役場総務課総務係に提出してください。

※詳しくはホームページをご覧になるか、役場総務課総務係までお問い合わせください。

職種
（募集人員） 受験資格 試験方法

保健師
（若干名）

・昭和59年4月2日以降に生まれた者
・保健師免許を有する者または採用時までに取得見込の者

１次試験：教養試験、専門試験、
　　　　　事務適性検査、職場適応性検査
２次試験：該当者に別途通知

　左側の樹木は道路に干渉し、歩行者、
車両等の交通を妨げる可能性がありま
す。このことが原因で事故が起きた場
合、樹木の所有者の方が責任を問われる
場合があります。
　交通を妨げ、事故の原因をつくらない
ためにも、右側の樹木のように伐採・剪
定等を行うよう、お願いします。
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◆販売・利用期間
　１０月１日(火)～令和２年２月２９日(土)
　※必ず期間内にご利用ください。
◆販売方法
　　5,000円分（1,000円５枚）を１冊とし、4,000円で

販売し、最大５冊まで購入できます。
◆販売場所　
　平日：泉崎郵便局及び関平郵便局
　土日：役場休日窓口
◆対象
　・申請書を提出した住民税非課税の方
　・２０１６年４月２日～２０１９年９月３０日まで

に生まれたお子様がいる世帯の方

◆注意点
・商品券は現金と引き換えすることはできません。
・ご利用金額が商品券の額面（1,000円）に満たない場合で

あってもおつりは出ません。
・商品券の盗難・紛失等については、発行者は一切の責任

を負いません。
・商品券で購入したものは返品できません。
◆利用ができないもの
・国や地方公共団体への支払い。
・金融機関への預け入れ。
・たばこの購入。
・有価証券、商品券、ビール券、図書券、切手、印紙、プ

リペイドカードなどの換金性の高いものの購入。

プレミアム付商品券について 問企画財政係　☎５３・２４０９

　泉崎村では最大20,000円で25,000円分の商品券を非課税世帯・子育て世帯を対象に販売しています。
　取扱加盟店舗は以下の通りです。

飲食小売業 小林清次郎商店 酒、食料品、飲料 53-3632
㈲サンマート泉崎店 スーパーマーケット 53-2228
セブンイレブン　矢吹インター店 コンビニエンスストア 53-5711
直売カフェこころや 農産品加工品 53-5568
ツルハドラッグ福島泉崎店 薬品、食料品、日用品他 54-1268
農産物直売所　はにわの里 農作物、加工品、食料品他 21-7004
ファミリーマート　泉崎関和久店 コンビニエンスストア 54-1301
豚肉専門店ノーベル 豚肉、ハム、お惣菜他 53-4129
ミニストップ　泉崎北平山店 コンビニエンスストア 24-3153
㈱リオンドールコーポレーション泉崎店 スーパーマーケット 29-8282
ローソン　泉崎夏針店 コンビニエンスストア 53-1050

飲食業 くるま食堂 麺類、丼物、定食類 53-2383
食彩工房えん そば等 21-7588
やきとりかず 焼き鳥、モツ煮 53-5012

レジャー 泉崎カントリーヴィレッジ 温泉入浴、宿泊、ＢＢＱ他 53-4211
生活関連 天倉農機商会 農機具販売・修理 53-2727

荒井輪業商会 自転車、バイク、整備販売 53-2418
菊地呉服店 呉服、寝具、洋品、カーテン、クリーニング 53-2851
コメリ泉崎店 ホームセンター 54-1811
鈴木畳店 畳工事一式（新畳、表替、裏替え） 53-2050
㈲タサキ印刷 印刷 54-1500
美容室シャルマン 美容業 53-3821
本柳歯科医院 歯科医療業 53-5030

燃料関連 大野商店 自動車燃料、ガス器具 53-2604
大野米肥店 米、灯油、LP ガス、肥料、農薬、雑貨 53-2231
白河商事㈱泉崎給油所 石油製品（ガソリン、灯油）タイヤ 53-2138

自動車関連 ㈱東北自動車販売 自動車用品、修理 53-2511
日東自動車㈲ 自動車販売、整備、修理、部品 53-5050

住宅関連 ㈱かとでん 各種電気工事、エアコン取付工事等 53-3753
㈲齋藤電工 弱電設備工事、空調設備工事、防災設備工事他 53-2914
㈲深澤建設 住宅建築、リフォーム工事一式 53-3375
星建設 住宅建築、リフォーム工事一式 53-3229

～事業者の皆さまへ～
　プレミアム付商品券の取扱加盟店舗の申請は随時募集中です。申請のあった事業者につきましては、審査を経て承
認し、結果を文書にて通知致します。なお、取扱加盟店舗の加入が決定しましたら、村ホームページの取扱加盟店舗
一覧にて周知いたします。是非ご応募ください。

（10月25日現在)
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＜プレミアム付き商品券についてご確認ください＞

　泉崎村では、消費税率の引上げが家計に与える影響を緩和するとともに、地域の消費を下支えするために、泉崎村プ
レミアム付商品券を発行しています。
　対象は、住民税非課税の方及び２０１６年４月２日から２０１９年９月３０日までに生まれたお子様がいる世帯です。
　対象となる方には、予め申請書をお送りしていますので、ご確認ください。

Q＆A
Q. 申請書はどこで手に入るのでしょうか。
A. 申請書は対象となる方に予めお送りしています。申請書を紛失した場合や自分が対象となっているか確認したい場合は、
　 役場総務課企画財政係（0248-53-2409）までお問合せください。

Q. 商品券は全国どこでも使えるのでしょうか。
A. 商品券は泉崎村内の取扱加盟店舗でのみ使用することができます。
　 取扱加盟店舗の一覧については、広報いずみざきの８ページ又は泉崎村ホームページをご覧ください。
　（アドレス　http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/page/page001089.html）

Q. 購入引換券や商品券をなくした場合、再発行してもらえるのでしょうか。
　 また、商品券の使用期限が過ぎた場合、返金してもらえるのでしょうか。
A. 購入引換券や商品券は原則再発行できません。
　 また、商品券の購入後は返金もできませんので、使用期限内に使用するようご注意ください。

住民票及びマイナンバーカードについて 問住民係　☎５３・２１１２

　１１月５日（火）から住民票とマイナンバーカードに旧姓（旧氏）の併記が可能になります。
　住民票やマイナンバーカードに旧姓が併記されることで、旧姓にて各種証明を行うことができます。

　住民票に旧姓が併記されると、マイナンバーカードや公的個人認証サービスの署名用電子証明書にも旧姓が併記されま
す。詳しくは住民福祉課住民係までお問い合わせください。

住民票に旧姓（旧氏）を併記するためには、請求手続きが必要になります。

各種の契約や銀行口座の名義に
旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。

旧姓が記載された
戸籍謄本等を用意しましょう。

用意した戸籍謄本等と一緒に
マイナンバーカード(通知カード)を
持って村住民係に提出しましょう。

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ2

就職・転職時など、仕事の場面でも
旧姓で本人確認ができます！
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児童扶養手当のご案内

特別児童扶養手当のご案内

問福祉係　☎５４・１３３３
問福島県児童家庭課　☎０２４・５２１・７１７６

問福祉係　☎５４・１３３３
問福島県児童家庭課　☎０２４・５２１・７１７６

　児童扶養手当は、ひとり親家庭に対する自立を支援するため、児童を養育する母・父・父母以外の扶養者に対し、扶養
手当が支給されます。児童扶養手当を受給するためには申請（認定請求）が必要です。

◆支給要件
　次のいずれかに該当する子どもについて、父・母・父母以外の養育者がその子どもを監護し、かつ、生計を同じくして
いる場合に支給されます。

◆手当額
　受給資格者（ひとり親家庭の父や母など）が監護・養育する子どもの数や受給資格者の所得等によるほか、毎年の全国
消費者物価指数の変動に応じて決められます。

◆支給月
　令和元年度は、８月、１１月、１月、３月、５月の支給です（１１月、１月、３月は２か月分ごとの支給）
※申請に当たっては、受給資格者及び該当する子どもの戸籍謄本（抄本）や住民票などが必要です。
　詳しくは村住民福祉課福祉係、福島県児童家庭課までお問い合わせください。

・父母が婚姻を解消した子ども
・父あるいは母、両親が死亡した子ども
・父・母が政令で定める程度の障がいの状態にある子ども
・父・母の生死が明らかでない子ども
・その他（父・母が引き続き１年以上遺棄している子ども、父・母が法令により引き続き１年以上拘禁されている子

ども、母が婚姻によらないで懐胎した子どもなど）

・１級該当児童１人につき　月額：５２，２００円

・２級該当児童１人につき　月額：３４，７７０円

～令和元年度～
・児童１人の場合の月額　　全部支給：４２，９１０円
　　　　　　　　　　　　　一部支給：４２，９００円～１０，１２０円
・児童２人以上の月額加算額
　　　　　　　　全部支給（２人目）：１０，１４０円、３人目以降１人につき：６，０８０円
　　　　　　　　一部支給（２人目）：１０，１３０円～５，０７０円
　　　　　　　　　　　　　３人目以降１人につき：６，０７０円～３，０４０円

　特別児童扶養手当は、障がいのあるお子さんを監護又は養育している人に支給されます。
　特別児童扶養手当を受給するためには申請（認定請求）が必要です。

◆支給要件
　身体又は精神に中度又は重度の障がい（政令別表３における１級・２級に該当）を有する２０歳未満の児童を監護して
いる父もしくは母、又は父母に代わって養育している人。

◆手当額
　受給資格者が監護・養育する子どもの数や受給資格者の所得等によるほか、毎年の全国消費者物価指数の変動に応じて
決められます。

※申請に当たっては、受給資格者及び該当する子どもの戸籍謄本（抄本）や住民票などが必要です。
　詳しくは、村住民福祉課福祉係、福島県児童家庭課までお問い合わせください。



広報
いずみざき11

　１０月号に引き続き教育委員会の重点施策の推進状況についてお知らせします。第２回は、「家庭の教育力向上と
子育ての支援」です。

 施策：家庭や地域社会の教育力の向上と子育て支援
①子育て支援事業
　〇(無償化制度）子育て世代の負担軽減を図っています。村立幼稚園に就園させている保護者の負担を軽減させるた

めに幼稚園保育料、預かり保育料、バス使用料、給食の無償化を実施しています。村では学校給食について、平
成３０年度から保護者の負担すべき学校給食費の２分の１の額を補助してきましたが、村独自の施策として小・
中学校の給食費が無料になります。（令和２年１月より実施。ただし、条件があります。）

　〇(新入学小学生祝品）小学校入学をお祝いしてランドセルを贈呈しています。義務教育のスタートに将来を担う子
ども達の健やかな成長を願い、お祝いするものです。

②家庭や地域社会の教育力の向上
　〇(家庭教育学級）家庭は、全ての教育の出発点であるという認識のもと、保育所、 幼稚園、小中学校、公民館等

において保護者が子どもの発達段階に応じた課題について学習し、子育てについて学ぶ家庭教育学級を開設して
います。今年度は、保育所、幼稚園、小学校、中学校、児童館において実施いたします。

③放課後の児童支援施策
　〇(放課後児童クラブ、放課後子ども教室）就労する保護者の子育て支援として、放課後の子ども達の活動を充実さ

せています。現在、本村では第一児童クラブ、第二児童クラブが開設されています。それぞれ多くの児童が利用
しています。児童は、放課後にそれぞれのクラブで、家庭学習、自由遊びを施設の職員の指導を受けながら取り
組んでいます。また、全ての児童を対象に放課後の時間、放課後子ども教室を実施しています。本村の子ども教
室では、「安全・安心な子どもの居場所づくり」を念頭に、地域住民の参加を得て学習やスポーツ・文化等の活
動を行っています。コーディネーター、サポーターの皆さんの協力を頂き、概ね、月に一回の教室を実施してい
ます。

泉崎村の教育 ～シリーズ2～� 泉崎村教育委員会

罹災証明書・被災証明書について 問税務係　☎５３・２１１３
問住民係　☎５３・２１１２

　地震や台風などの自然災害によって家屋等への被害を受けたときに、公的支援の手続きや保険請求の手続のために村の
発行する証明書が必要になることがあります。こういった場合、村では「罹災証明書」または「被災証明書」を発行して
います。

＜罹災証明書＞� 問村総務課税務係

　「罹災証明書」とは、自然災害による住家（居住
のために使っている建物）の被害程度を証明するも
のです。
　証明書の発行にあたり「災害にかかる住家の被害
認定基準運用指針（内閣府）」により、家屋の被害
状況について村の職員が現地調査を行い、被害程度
を証明します。
◆申請に必要なもの
　・罹災証明願
　・印鑑
　・本人確認ができるもの（運転免許証等）

　※同居の親族以外の方が申請する場合は委任状を
ご持参ください。

　　罹災証明願、委任状の様式は村ホームページも
しくは村税務係より発行できます。

　　詳しくは村税務係にお問い合わせください。

＜被災証明書＞� 問村住民福祉課住民係

　「被災証明書」とは、自然災害による物件等の被害に
ついて写真等で確認し、被災者から被災の届出があった
旨を証明するものです。このため、「住宅被害認定調
査」は行わず、被害程度についても判定しません。
　被害程度の判定を必要としない住宅の被害、住家以外
の家財（家具・家電等）、塀・門などの工作物について
は、村住民係で対応しています。
◆申請に必要なもの
　・被災証明願
　・被災状況、被災範囲がわかる写真
　・修繕に係る見積書（事業者の印鑑があるもの）
　・印鑑
　・本人確認ができるもの（運転免許証等）

　※同居の親族以外の方が申請する場合は委任状をご持
参ください。

　　被災証明願、委任状の様式は村ホームページもしく
は村住民係より発行できます。

　　詳しくは村住民係にお問い合わせください。
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●幼児教育無償化制度について　＝国の法改正＝
　【幼稚園利用料】
　　３歳から５歳までの幼稚園、保育所、認定こども園などを令和元年１０月１日から利用する子ども達の利用

料が無償化
　　※対象外：通園送迎費、食材料費、行事等
　【預かり保育料】
　　共働き世帯の子どもなど保育の必要な３歳児から５歳児(小学校就学前)までの子どもが対象となり、月額

１１，３００円までが無償化されます。
　　※ただし、利用日数に応じて月額の上限は変動します。（４５０円×利用日数）
　【保育所利用料】
　　０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子ども達が対象になります。（副食費を除く）

●泉崎村の無償化制度について（平成31年度より無償化）

お 知 ら せ
※令和２年１月より、村独自の施策として小学校・中学校の給食費が無料になります。
（条件あり）

国の制度に加えて

【お問い合わせ】
泉崎村教育委員会　教育課学校教育係　TEL ０２４８－５４－１５３３

幼児教育の無償化スタート
～令和元年１０月１日から～

　泉崎村では、村立幼稚園に就園させている保護者の負担を軽減することにより、安心して子どもを生み育
てる環境づくりを推進するため、幼稚園保育料、預かり保育料（一時預かり保育）、バス使用料及び給食費
の無償化を実施しています。

＜幼稚園＞
・利用料➡今まで同様に無償化
・預かり保育料（一時預かり保育料）
　　　　➡今まで同様に無償化
　※令和元年10月１日より｢認定申請書｣
　　｢在職証明書｣の提出が必要になります。
・給食費
・バス使用料
　　　　➡平成31年度より無償化(村独自の施策)

＜保育所＞
・第２子以降（納入すべき村税等に滞納が無いこと)
　　　　　　　➡今まで同様に無償化
・０歳から２歳までの住民税非課税世帯
　　　　　　　➡今まで同様に無償化

納入すべき村税等に
滞納が無いこと｝
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の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
全
園
児
に
よ
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
令
和
元
年　

パ
ワ
ー

全
開
！
君
こ
そ
未
来
の
メ
ダ

リ
ス
ト
！
」
の
呼
び
か
け
が

園
庭
に
響
き
わ
た
り
、
運
動

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
リ

ズ
ム
、
親
子
競
技
な
ど
で
は
、

一
人
一
人
が
「
頑
張
る
！
」

「
勝
ち
た
い
！
」
と
い
う
気

持
ち
で
参
加
し
、
勝
利
の
た

め
に
一
生
懸
命
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

保
護
者
も
、
自
分
の
子
ど

も
達
の
勝
利
の
た
め
に
、
保

護
者
競
技
「
大
玉
送
り
」
や

親
子
競
技
に
全
力
で
参
加
し
、

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　

年
長
児
に
よ
る
ク
ラ
ス
対

抗
リ
レ
ー
で
は
、
ク
ラ
ス
が

一
丸
と
な
り
一
生
懸
命
に
走

る
姿
に
、
年
少
児
、
年
中
児

は
大
き
な
拍
手
を
し
て
応
援

幼
稚
園
自
然
観
察
会

～
烏
峠
に
行
っ
て
き
ま
し
た
～

　

10
月
４
日
㈮
烏
峠
の
自
然

を
守
る
会
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、
年
長
組
の
子
ど
も

達
が
烏
峠
の
山
頂
を
目
指
し

て
、
山
登
り
体
験
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
て

い
た
た
め
、
雨
具
を
着
用
し

て
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
達
は
元
気
に
出
発
す

る
と
、
目
の
前
に
広
が
る
大

自
然
に
興
味
津
々
の
様
子
で
、

「
風
の
音
が
す
る
ね
。」「
こ
っ

ち
の
葉
っ
ぱ
は
、
顔
よ
り
大

き
い
よ
！
」「
ヤ
ッ
ホ
ー
！
」

と
、
幼
稚
園
で
は
味
わ
え
な

い
開
放
感
に
満
面
の
笑
み
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

順
調
に
烏
峠
の
山
道
を
進

ん
で
い
ま
し
た
が
、
急
な
雨

が
降
っ
た
た
め
、
全
員
バ
ス

に
乗
っ
て
公
民
館
に
移
動
を

し
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
待
っ

て
お
り
、
園
児
た
ち
は
美
味

し
く
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

年少リズム「パプリカ」 年長のクラス対抗リレー

交通安全教室の様子 烏峠の山道を進む園児たち

上手に渡ろうね

保
育
所
交
通
安
全
教
室

　

９
月
24
日
㈫
ヤ
マ
ト
運
輸

株
式
会
社
に
よ
る
「
交
通
安

全
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
際
に
ボ
ー
ル

や
自
転
車
な
ど
を
使
い
な
が

ら
、
車
の
周
り
で
遊
ぶ
危
険

に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
が
動
き
出
す
と
、

そ
の
迫
力
に
子
ど
も
達
な
り

に
「
危
な
い
」
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
所
庭
に
作
っ
た
横

断
歩
道
を
渡
り
、
み
ん
な
で

「
車
の
ま
わ
り
で
は
遊
び
ま

せ
ん
」「
車
の
下
に
は
絶
対

に
も
ぐ
り
ま
せ
ん
」「
横
断

歩
道
は
、
右
見
て
左
見
て
も

う
一
度
右
を
見
て
、
手
を
あ

げ
て
渡
り
ま
す
」
と
、
交
通

ル
ー
ル
の
３
つ
の
約
束
を
確

認
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
紅
組
が
優
勝
し
ま

し
た
が
、
運
動
会
当
日
ま
で

毎
日
練
習
に
励
み
、
最
後
ま

で
頑
張
っ
た
子
ど
も
達
の
表

情
か
ら
は
、
や
り
遂
げ
た
満

足
感
と
自
信
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方

の
声
援
や
、
役
員
の
方
々
に

早
朝
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
、
皆
様
の
温
か
さ
に

支
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
突
然
の
雨

で
頂
上
ま
で
登
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
然

を
守
る
会
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
温
か

さ
に
触
れ
、
素
敵
な
時
間
を

過
ご
し
、
心
が
揺
れ
動
く
よ

う
な
特
別
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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穂
積
渉
さ
ん
（
村
内
在
住
）

全
日
本
軟
式
野
球
大
会
出
場

　

10
月
18
日
㈮
高
松
宮
賜
杯

全
日
本
軟
式
野
球
大
会
が
山

口
県
に
て
開
催
さ
れ
、
村
内

か
ら
は
穂
積
渉
さ
ん
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

穂
積
さ
ん
が
所
属
し
て
い

る
㈱
鈴
木
建
業
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
２

部
リ
ー
グ
で
県
大
会
、
東
北

大
会
で
優
勝
し
、
今
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

穂
積
さ
ん
は
10
月
15
日
㈫

出
場
の
あ
い
さ
つ
に
来
庁
し
、

箭
内
副
村
長
か
ら
激
励
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

愛
郷
の
輝
き
交
流
事
業

稲
刈
体
験
を
実
施

　

10
月
５
日
㈯
稲
刈
り
体
験

が
踏
瀬
字
長
峯
地
内
の
（
草

野
様
所
有
）
田
ん
ぼ
に
て
行

わ
れ
、
天
王
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
や
八
雲
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
民
の
方
々
な
ど
約
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
黄
金
に
輝

く
酒
米
「
夢
の
香
」
を
、
鎌

を
用
い
刈
り
取
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

刈
り
取
り
後
は
、
参
加
者

全
員
で
食
事
を
し
な
が
ら
歓

談
し
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

山
本
涼
太
く
ん
（
泉
崎
中
）

サ
ッ
カ
ー
で
東
北
大
会
出
場

　

泉
崎
中
２
年
生
の
山
本
涼

太
く
ん
は
、
９
月
21
日
㈯
、

22
日
㈰
の
日
程
で
行
わ
れ
た

東
北
ト
レ
セ
ン
マ
ッ
チ
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
将
来
の
優
秀
な

サ
ッ
カ
ー
選
手
の
発
掘
・
育

成
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

山
本
く
ん
は
福
島
県
選
抜
Ｕ

-

14
と
し
て
参
加
し
、
は
つ

ら
つ
と
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

山
本
く
ん
は
９
月
20
日
㈮

出
場
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
来

庁
し
、
箭
内
副
村
長
よ
り
激

励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
５
日
㈯
泉
崎
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
村
民
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
き
っ
か
け
づ

く
り
や
村
施
設
利
用
の
奨
励

を
目
的
と
し
て
、
村
体
育
協

会
本
部
が
主
体
と
な
っ
て
幅

広
い
村
民
を
対
象
に
企
画
し

た
大
会
で
、
小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
計
30
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

前
半
は
泉
崎
村
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
員
の
方
々
の
指
導

を
受
け
て
競
技
ル
ー
ル
や
技

術
を
習
得
し
、
後
半
は
９
ホ

ー
ル
プ
レ
ー
に
よ
る
実
践
競

技
を
行
い
ま
し
た
。

全国の舞台での活躍を誓う穂積さん

ナイスショット

激励金を受け取る山本くん

稲刈り体験参加者の皆さん

Izumizaki-Country　Village B・B・Q Plan　2019　4/1～11/30

バーベキュー・芋煮会シーズン到来です！
～～～ パークゴルフ反省会・お仲間・ご家族でB・B・Qは いかがでしょうか？ ～～～
BBQセット
1人前（税込） 2,800円 肉3種盛り

1人前（税込） 1,700円
＊その他ご予算に応じます。場所の貸出＠600 円も承ります。

泉崎カントリーヴィレッジ
SPA&SPORTS  PUBLIC  HOTEL 泉崎さつき温泉  ☎ 53‐4211　📠📠 53‐4255

e‐mail :spa@izumizaki‐cv.com
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マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
記
念
館

15
周
年
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
最

も
有
名
な
作
家
の
一
人
で
あ

る
「
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
つ
い
て
の

文
学
研
究
拠
点
と
し
て
、
日

本
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
協
会

会
長
の
大
澤
銀
作
さ
ん
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
マ
ン

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
記
念
館
は
オ

ー
プ
ン
15
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
15
周
年
に
伴
い
、
10
月

５
日
㈯
泉
崎
カ
ン
ト
リ
ー

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て
、
オ
ー
プ

ン
15
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
約
40
名
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
本
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
協
会
会
員
の
河

野
芳
英
氏
（
大
東
文
化
大
学

教
授
）
が
「
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
の
世
界
へ
」、
新
井

正
彦
氏（
江
戸
川
大
学
教
授
）

が
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

風
土
と
文
化
―
食
文
化
か
ら

み
る
世
界
」
と
題
し
て
講
演

し
、
続
い
て
同
協
会
会
員
の

久
保
木
雅
子
さ
ん
が
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
氏
の
著
書
で
あ

る
「
人
形
の
家
」
の
朗
読
を

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

泉
崎
村
老
連
が
総
合
準
優
勝

　

県
老
連
主
催
の
「
ふ
れ
あ

い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
」
の
県
南
地
区
大
会
は
、

９
月
27
日
㈮
に
白
河
市
の
白

河
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
競
技
種
目
は
、
囲

碁
ボ
ー
ル
、
カ
ー
リ
ン
コ

ン
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
三

種
目
で
、
白
河
市
、
西
郷
村
、

泉
崎
村
、
中
島
村
、
矢
吹
町
、

棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、

鮫
川
村
の
９
市
町
村
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
村
は
、
ス
カ
ッ
ト
ボ

ー
ル
で
１
位
、
囲
碁
ボ
ー
ル

で
３
位
と
大
健
闘
し
、
参
加

者
か
ら
は
、「
初
め
て
の
大

会
で
勝
て
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
楽
し
い
交
流
が
で

き
、
ま
た
参
加
し
た
い
。」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
で
す
。

【
総　

合
】

優　

勝　

白
河
市
Ｂ

準
優
勝　

泉
崎
村

第
３
位　

西
郷
村

【
種
目
別
】

◆
囲
碁
ボ
ー
ル

写真展の様子 河野教授の講演

総合準優勝の泉崎老連

千本杵でもちをつく子ども達

保
育
所
も
ち
つ
き
会

　

10
月
12
日
㈯
保
育
所
ホ
ー

ル
で
２
歳
児（
い
ち
ご
、ち
ゅ

う
り
っ
ぷ
）
の
子
ど
も
達
と

家
族
、
職
員
が
参
加
し
、
父

母
の
会
主
催
の
も
ち
つ
き
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
最
後
に
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
わ
る
映
像

が
上
映
さ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
た
様
子
で
し

た
。

　

ま
た
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
中
山
威
夫
写
真
展

が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
記
念

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
栃
木

県
に
あ
る
塩
原
温
泉
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
パ
ー
ク
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
で
樹
木
医
で
も

あ
る
中
山
さ
ん
が
撮
影
し
た

四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
の

写
真
が
10
月
５
日
㈯
か
ら
11

日
㈮
に
か
け
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

優　

勝　

矢
祭
町

準
優
勝　

白
河
市
Ｂ

第
３
位　

泉
崎
村

◆
カ
ー
リ
ン
コ
ン

優　

勝　

西
郷
村

準
優
勝　

矢
吹
町

第
３
位　

白
河
市
Ａ

◆
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

泉
崎
村

準
優
勝　

棚
倉
町

第
３
位　

白
河
市
Ｂ

　

当
日
は
役
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
、

そ
の
様
子
は
と
て
も
迫
力
が

あ
り
、
子
ど
も
達
は
興
味
津

々
の
様
子
で
し
た
。
続
い
て

子
ど
も
達
も
千
本
杵
を
持
ち
、

順
番
に
も
ち
つ
き
体
験
を
行

い
「
ぺ
っ
た
ん
、ぺ
っ
た
ん
」

と
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

も
ち
つ
き
が
終
わ
る
と
、

あ
ん
こ
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
、

納
豆
も
ち
、
大
根
も
ち
、
け

ん
ち
ん
汁
、
下
條
村
か
ら
い

た
だ
い
た
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物

な
ど
を
食
べ
て
子
ど
も
達
は

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

父
母
の
会
の
役
員
の
皆
様

朝
早
く
か
ら
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
６
回
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
出
場
結
団
式

　

10
月
４
日
㈮
役
場
村
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
６
回
福

島
県
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
出
場
へ
向
け
て
泉

崎
村
代
表
チ
ー
ム
の
結
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
教
育
長
、
久
保
木
村

長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

中
野
目
喜
雅
監
督
へ
村
旗
を

託
し
ま
し
た
。

　

中
野
目
監
督
は
、「
応
援

し
て
く
れ
る
村
民
の
皆
様
に

良
い
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き

る
よ
う
精
一
杯
頑
張
っ
て
き

ま
す
」
と
挨
拶
し
、
三
村
英

主
将
は
「
一
戦
必
勝
で
戦
っ

て
参
り
ま
す
」
と
決
意
表
明

を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
は
10
月
12
日

㈯
に
福
島
県
を
直
撃
し
た
台

風
19
号
の
影
響
に
よ
り
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
試
合
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手

の
皆
さ
ん
に
は
来
年
度
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
２
回
大
人
の
趣
味
く
ら
ぶ

「
ピ
ザ
＆
チ
ー
ズ
作
り
＆
く

だ
も
の
狩
り
体
験
」

　

10
月
４
日
㈮
と
11
日
㈮
の

２
日
間
に
分
か
れ
、
中
央
公

民
館
主
催
事
業
の
第
２
回
大

人
の
趣
味
く
ら
ぶ
を
下
郷
町

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

下
郷
町
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
に
金
子
牧
場
の
金
子
政
委

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
牛
乳
を
使
っ
た
ス

ト
リ
ン
グ
ス
チ
ー
ズ
（
さ
け

る
チ
ー
ズ
）
の
形
成
や
、
生

地
か
ら
作
っ
た
ピ
ザ
を
石
窯

で
焼
く
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

野
外
に
あ
る
石
窯
は
薪
の

火
力
が
強
く
、
参
加
者
は
焦

げ
な
い
よ
う
回
し
な
が
ら
焼

き
上
げ
る
の
に
悪
戦
苦
闘
し

ま
し
た
が
、
作
り
終
わ
っ
た

後
は
、
良
質
な
小
麦
を
使
っ

た
ア
ツ
ア
ツ
の
ピ
ザ
を
笑
顔

で
ほ
お
ば
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

そ
の
後
は
「
会
津
高
原
み

な
み
農
園
」
を
訪
れ
、
丹
精

込
め
て
育
て
た
、
真
っ
赤
な

り
ん
ご
や
梨
狩
り
を
楽
し
み
、

秋
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

ソフトボール泉崎村チーム決意表明をする三村主将

石釜でピザを焼きましたリンゴ狩りを楽しんだ参加者の皆さん

ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
今
後
も

皆
さ
ん
が
笑
顔
に
溢
れ
、
生

き
生
き
と
活
動
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
し

て
参
り
ま
す
。

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
https://www.asahi-rubber.co.jp/
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月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/8.15.22.29診療

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林奈美江
眼科

11/8.15.22.29診療

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

11/14のみ診療

午　後
受付時間
13：30～
16：00
（水曜日は
14：30）

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
14：30受付終了

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/8.15.22.29診療

小林利男
整形外科・内科
第1土曜日診療

緑川博文
心臓血管外科
11/11のみ診療

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

11/14のみ診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

診療所外来11月担当医

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。

■インフルエンザワクチン予防接種のお知らせ
　10月15日より接種を開始しました。予約制ではありませんので、ワクチンの在庫が無くなり次第終了します。
　就学前のお子さんは、11月14日（木）の小児科外来日での接種をお勧めします。

� 問泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

■
要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

―
寝
た
き
り
予
防
―

　

令
和
元
年
９
月
21
日
㈯
泉

崎
南
東
北
診
療
所　

所
長　

整
形
外
科
の
小
林
利
男
先
生

よ
り
「
要
介
護
に
な
ら
な
い

た
め
に
―
寝
た
き
り
予
防
―
」

と
題
し
た
講
演
が
、
泉
崎
村

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険

制
度
の
解
説
か
ら
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
先
生
が
公
開
講
座

で
話
を
し
た
、
フ
レ
イ
ル
や

骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
つ
い

て
そ
の
内
容
を
振
り
返
る
も

の
で
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
日
本
語
で

虚
弱
と
い
う
意
味
で
、
老
化

に
と
も
な
っ
て
筋
力
な
ど
の

運
動
機
能
、
日
常
の
活
動
量

や
認
知
機
能
な
ど
が
低
下
し

た
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状

態
の
中
間
地
点
に
あ
る
状
態

の
こ
と
と
説
明
が
あ
り
、
フ

レ
イ
ル
の
原
因
と
し
て
①
加

齢
に
伴
う
活
動
量
の
低
下
②

社
会
交
流
機
会
の
減
少
③
身

体
機
能
の
低
下
④
認
知
機
能

の
低
下
⑤
体
重
減
少
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
、
危
険
な
兆
候
と

し
て
は
低
栄
養
、
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
（
加
齢
性
筋
肉
減
弱
症
）

な
ど
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

フ
レ
イ
ル
は
多
岐
に
わ
た
り
悪

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
今
後
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
か
ら
フ
レ

イ
ル
の
進
行
予
防
へ
シ
フ
ト
さ

れ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
が

減
っ
て
骨
折
し
や
す
い
状
態
に

な
る
病
気
で
、
寝
た
き
り
の
原

因
と
な
り
や
す
い
病
気
で
あ
り
、

他
の
寝
た
き
り
の
原
因
と
し
て

脳
卒
中
、
認
知
症
、
老
衰
、
関

節
疾
患
、
骨
折
転
倒
が
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

近
年
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の

薬
物
療
法
が
進
歩
し
て
い
る
こ

と
や
、
早
期
診
断
の
た
め
に
50

歳
を
過
ぎ
た
ら
「
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
」
を
受
け
た
ほ
う
が
良

い
と
説
明
が
あ
り
、
更
に
、
骨

粗
し
ょ
う
症
の
予
防
の
た
め
に

一
日
に
約
600
ｍｇ
以
上
の
カ
ル
シ

ウ
ム
を
摂
取
す
る
こ
と
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
の
豊
富
な
食
品
（
鮭
、

鯖
、
鰻
な
ど
）
を
摂
取
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
健
康
長
寿
お
よ
び
フ

レ
イ
ル
予
防
ま
で
を
実
現
す
る

た
め
の
三
本
の
柱
と
し
て
①
栄

養
②
身
体
活
動
③
社
会
参
加
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の
お

知
ら
せ

〇
日
時　

11
月
16
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30
～

〇
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

集
団
検
診
室

〇
演
題

　

認
知
症
を
知
ろ
う
！

　

―
認
知
症
疑
似
体
験
＆

�

予
防
体
操
―

〇
講
師

　

泉
崎
南
東
北
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

兼
子
康
博　

介
護
福
祉
士

11/11 月曜午後
（14：00～ 16：30）
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保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。

インフルエンザに注意しましょう

令和元年度インフルエンザ予防接種のお知らせ

○インフルエンザとは？
　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる、普通のかぜとは違う感染症です。
○症状は？
　３８℃以上の発熱や頭痛、せき、鼻水、のどの痛み、全身の倦怠感や関節の痛みなど全身症状です。
○予防するには？
　・帰宅した時や食事をする前など手洗いを心がけましょう。
　・アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。
　・普段からの健康管理も重要です。栄養と睡眠を十分にとり、抵抗力を高めておきましょう。
　・室内を適度な温度や湿度に保ちましょう。
　・予防接種も重要です。発症する可能性を減らし、発症しても重い症状になるのを防ぎます。
○『せきエチケットを守りましょう』
　せきやくしゃみをする時は、ハンカチやティッシュなどで鼻や口を押さえ、飛沫させないよう気をつけましょう。マス

クの着用も推奨されています。

　泉崎村では、６５歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と１歳から中学生までのお子様の接種に伴う費用助成を下
記のとおり行います。
　接種の際は県内の医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。

◆接種実施期間　１０月１５日（火）～１２月２７日（金）
【６５歳以上の方】
◆対象者
　接種日に６５歳になっている方。
※６０歳以上６５歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に自己の身辺の日常

生活活動が極度に制限される程度の障害（身体障害者手帳１級相当）を有する方も含む。
◆自己負担　１,２００円
※生活保護世帯の方は無料ですが、証明書が必要となりますので、保健福祉総合センターにて手続きをしてください。
◆医療機関へ持参するもの　健康保険証または、後期高齢者医療受給者証
※６０歳～６５歳未満で対象となる方は身体障害者手帳も持参してください。
【１歳から中学生までの方】
◆助成額　　実費から自己負担１,２００円を差し引いた差額分（上限１人：３,０００円）
※上記の接種期間に接種した方で、１回目の接種に限り、医療機関で支払い後、払い戻す方法で料金を助成します。
◆払戻し手続き
　接種後、①領収書②母子健康手帳（接種記録が確認できる物）③通帳（振込用）④印鑑を持参し、令和２年１月３１日
（金）までに保健福祉総合センターにて手続きをしてください。それ以降は受付できませんのでご注意ください。

「６５歳以上の方」以外の接種は予防接種法に基づかない任意接種であるため、健康被害が生じた際は、独立行政法
人医薬品医療機器総合機構法に基づく救済制度の対象となる場合があります。予防接種法（定期接種）と比べて救済
の対象や金額等が異なりますのでご留意ください。
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

図書館行事

《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号
パンのふわふわちゃん かとう　ようこ ひさかたチャイルド E-カ
そらまめくんのおやすみなさい なかや　みわ 小学館 E-ナ
ハロウィーンくまちゃん シャーリー・パレントー 岩崎書店 E-パ
まほうでなんでやねん 鈴木　翼 世界文化社 E-ス
モン太くんのハロウィーン 土屋　富士夫 徳間書店 K-913-ツ
モンスター・ホテルでオリンピック 柏葉　幸子 小峰書店 K-913-カ
しぶがきほしがきあまいかき 石川　えりこ 福音館書店 K-913-イ
わけあって絶滅しました。続　世界一おもしろい絶滅
したいきもの図鑑 丸山　貴史 ダイヤモンド社 K-482-マ-2

マエストロ・ガールズ　このコルネット、憑いてます 天沢　夏月 小学館 YA-913-ア
小説　天気の子 新海　誠 KADOKAWA YA-913-シ
吹奏楽部アナザーストーリー　上・下 オザワ部長 ベストセラーズ YA-764-オ
落日 湊　かなえ 角川春樹事務所 913-ミ
アスリーツ あさの　あつこ 中央公論新社 913-ア
走って、悩んで、見つけたこと 大迫　傑 文藝春秋 782.3-オ
医者が考案した最強の朝ごはん 小林　弘幸 家の光協会 498.5-コ

　最近、貸出期限内に返却出来ない方が増えています。なるべく返却期限内に返却するようお願いいたします。も
し、どうしても読みきれない場合は、一度図書館まで、ご連絡ください。次に予約が入っている時以外は、１回に
限り延長いたします。みなさんが気持ちよく利用できるように、ご協力お願いいたします。

図書館ひとくちメモ

　９月２６日(木)に第一小学校２年生３８名が村探検の授業の一環で図書館に見学に来ました。子ども達は図書館
の利用の仕方や本の扱い方などを学んだあと、大型紙芝居「たべられたやまんば」の読み聞かせを楽しみました。
最後に、「図書館ってどんなところ？」をテーマに子ども達が考えてきた質問をしました。いろいろな質問を通し
て、図書館についての理解を深めていました。これからもたくさん図書館を利用して欲しいと思います。

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルディング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他

この他にも多数、新刊が入荷しております。秋の夜長にお気に入りの一冊を見つけてみませんか？
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白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

と
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

で
は
、
人
権
こ
ま
り
ご
と
相
談

所
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
予
約
不

要
）

◆
日
時　

11
月
16
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

◆
場
所　

イ
オ
ン
白
河
西
郷
店

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士

※
午
前
中
の
み
弁
護
士
も
対
応

し
ま
す
。

◆
内
容　

家
庭
内
の
問
題
（
結

婚
・
夫
婦
・
親
子
・
離
婚
・
相

続
・
遺
言
）、
隣
近
所
の
も
め
事
、

金
銭
賃
借
、
借
地
・
貸
家
、
お

年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い

じ
め
の
問
題
、
不
登
校
、
名
誉

毀
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題

な
ど
。

問
白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
１
２
０
１

（
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
内)

　

ま
た
、
法
務
省
人
権
擁
護
局

お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
第
71
回
人
権
週
間
」

と
し
、
啓
発
活
動
お
よ
び
相
談

活
動
を
行
い
ま
す
。
人
権
相
談

に
限
ら
ず
、
電
話
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
悩
み
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
左
記
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

８
：
30
～
17
：
15

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◆
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

◆
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
９
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　
　
　
　
　

三
浦　

耕
志
朗

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職

な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　

相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電

話
で
の
相
談
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

8
：
30
～
12
：
00

　

13
：
00
～
17
：
00

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

✉roudousoudan@
pref.fu

kushim
a.lg.jp

◆
日
時　

11
月
15
日
㈮

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

（
予
約
は
不
要
）

◆
場
所　

白
河
市
中
央
公
民
館

◆
内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地

・
建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問

題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

※
こ
の
事
業
は
、
最
高
裁
判
所

委
嘱
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
白
河
調
停
協
会

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
５
５
５

（
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
白

河
支
部
庶
務
課
に
通
じ
ま
す
。)

相　
　

談

心
配
ご
と
相
談
所

無
料
調
停
相
談
会

人
権
こ
ま
り
ご
と
相

談
所
開
設

労
働
困
り
ご
と
相
談

窓
口

心
の
相
談
会
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全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）

に
お
い
て
、
法
定
相
続
人
が
誰

で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
各
種
相
続
手
続
き
で
戸
籍

謄
本
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

手
数
料
も
無
料
で
、
複
数
あ

る
相
続
手
続
き
が
同
時
に
進
め

ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も
便
利
で

お
得
な
制
度
で
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
等
、
詳

し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
福
島
地
方
法
務
局
白

河
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
１
２
０
７

　

風
し
ん
か
ら
自
身
と
周
り
の

人
を
守
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
の
期
間
に
限
り
風
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
無
か
っ

た
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
の
方
を
対
象
に
風
し
ん
抗
体

検
査
、
予
防
接
種
を
公
費
負
担

し
ま
す
。

◆
令
和
元
年
度
の
対
象
者

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

に
、
令
和
元
年
５
月
に
、
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い

て
い
な
い
方
も
希
望
す
れ
ば
ク

ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
、
抗
体
検

査
等
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
受
け
方

・
５
月
に
配
布
し
た
ク
ー
ポ
ン

券
を
使
用
し
、
医
療
機
関
や
健

康
診
断
の
機
会
に
抗
体
検
査
を

受
け
る
。

・
抗
体
検
査
の
結
果
、
風
し
ん

抗
体
が
な
い
方
は
、
予
防
接
種

を
受
け
る
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
る

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け

て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
請
求
さ
れ

る
方
、
す
で
に
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
手
続
き
や
制

度
な
ど
に
つ
い
て
白
河
年
金
事

務
所
職
員
が
説
明
を
い
た
し
ま

す
。

◆
日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　
　

9
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

白
河
商
工
会
議
所

　
　
　
　

会
議
室

◆
参
加
対
象
者　

昭
和
35
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

◆
持
参
物　

筆
記
用
具

◆
定
員　

30
名
（
先
着
）

◆
申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
記
入
）

問
福
島
県
年
金
受
給
者
協
会
連

合
会

☎
０
２
４
・
５
２
８
・
９
１
２
１

ＦＡＸ
０
２
４
・
５
２
８
・
９
１
２
１

　

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
は
12
月
２
日
㈪
と
な
っ
て
お

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
納

付
書
に
よ
り
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
へ
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
際
に
添
付
が
必
要
と
な

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
11

月
上
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、

年
金
受
給
説
明
会

個
人
事
業
税
納
期
の

お
知
ら
せ

社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て

～
年
末
調
整
・
確
定

申
告
ま
で
に
大
切
に

保
管
く
だ
さ
い
～

プリザーブドフラワー・ギフト販売
ハーバリウム教室

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00

法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
が
便
利
で
お
得
で
す
。

案　
　

内



☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
１
１
５

　

各
組
織
の
農
産
物
及
び
農
産

加
工
品
の
販
売
を
通
し
て
、
県

南
地
域
の
農
産
物
の
消
費
回
復

と
消
費
者
に
対
す
る
各
組
織
の

活
動
内
容
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
原

発
事
故
に
伴
う
農
産
物
等
の

風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
、

「
直
売
・
加
工
の
仲
間
ネ
ッ
ト

県
南
」
加
盟
組
織
が
合
同
で
販

売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
10
日
㈰

　
　
　
　

９
：
00
～
15
：
00

◆
会
場　

一
般
財
団
法
人
西
郷

村
農
業
公
社
ま
る
ご
と
西
郷
館

◆
内
容

・
県
南
産
農
産
物
や
加
工
品
の

販
売

・
来
場
者
へ
ポ
ン
菓
子
の
プ
レ

ゼ
ン
ト(

無
く
な
り
次
第
終
了)

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
抽
選
会

（
各
店
舗
で
500
円
購
入
ご
と
に

ス
タ
ン
プ
１
コ
、
２
店
舗
分
の

ス
タ
ン
プ
で
１
回
抽
選
、
３
店

舗
分
の
ス
タ
ン
プ
で
２
回
抽
選

可
能
）

◆
出
店
予
定
組
織　

ふ
れ
あ
い

の
里
、
福
寿
草
、
白
河
ブ
ル
ー

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民

年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
万
が
一
の
と
き

に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

問
日
本
年
金
機
構

�

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保

険
の
加
入
手
続
は
お
済
み
で
す

か
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
、
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
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☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
７

◆
実
施
期
間

　

11
月
９
日
㈯
～
11
月
15
日
㈮

◆
全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
り
ず
つ　

い
い
ね
！
で

確
認　

火
の
用
心
」

◆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

「
火
災
・
救
急
・
救
助
は
119

番
」

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

　
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
と
は
福
島
（
Ｆ
）、

茨
城
（
Ｉ
）、
栃
木
（
Ｔ
）
の

頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、「
Ｆ

Ｉ
Ｔ
構
想
」
と
し
て
３
県
の
県

際
地
域
（
那
須
岳
・
八
溝
山
を

中
心
と
す
る
地
域
）
が
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
交
流
・
連
携

を
も
と
に
広
域
交
流
圏
と
し
て

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
内
外
に
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
次
の
と
お
り
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
御

応
募
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
期
間

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

◆
応
募
方
法
等

・
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域
内
の
「
自
然
」

「
文
化｣｢

食
」
な
ど
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
を

撮
影
。

・
撮
影
し
た
写
真
を
添
付
し
、

事
務
局
あ
て
に
応
募
。
（
メ
ー

ル
、
郵
送
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
よ
る
投
稿
）

　

入
選
者
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域

内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊

券
な
ど
の
豪
華
賞
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.fit-area.jp/

問
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
推
進
協
議
会
事

務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
１
１
８

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
芸

術
家
の
方
や
芸
術
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
こ
ろ
ん
の
絵
画
教
室

を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
の
作

品
発
表
と
合
同
で
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ア
ー
ト
展
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

　

10
：
00
～
16
：
00

※
24
日
は
15
：
00
ま
で

◆
場
所　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
ん
交
流
室

問
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
ん

11
月
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
」

で
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
実
施
に
つ
い
て

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
開
催
中
！

こ
こ
ろ
ん
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ア
ー
ト
展

直
売
・
加
工
の

仲
間
ネ
ッ
ト

県
南
秋
の
大
感
謝
祭

催　
　

し
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ベ
リ
ー
ヒ
ル
、
北
條
農
園
、
ひ

じ
り
ん
館
、
そ
ば
処
「
追
原

庵
」
、
ま
る
ご
と
西
郷
館
、
こ

こ
ろ
や
、
み
り
ょ
く
満
点
物
語

矢
吹
店
、
東
日
本
薬
草
合
同

会
社
、
鮫
川
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
、

手
・
ま
め
・
館
、
さ
め
が
わ
ド

リ
ー
ム
き
の
こ
園
ａ
ｎ
ｄ
き
よ

ら
の
里

問
県
南
農
林
事
務
所
農
業
振
興

普
及
部
地
域
農
業
推
進
課

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
６
８

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と

個
別
面
談
が
で
き
る
面
接
会
が

県
内
２
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
島
会
場
で
35
社
、
郡
山
会

場
で
100
社
参
加
予
定
の
、
採
用

内
定
に
直
結
し
た
就
職
面
接
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
福
島
会
場
】

◆
日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

◆
会
場　

ラ
コ
パ
ふ
く
し
ま

【
郡
山
会
場
】

◆
日
時　

12
月
７
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

◆
会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

�

ふ
く
し
ま

◆
対
象　

大
学
等
卒
業
予
定
者

お
よ
び
既
卒
３
年
以
内
の
方

※
参
加
は
無
料
で
す
。

問
一
般
社
団
法
人
キ
ャ
リ
ア
支

援
機
構

☎
０
２
４
・
９
４
１
・
１
７
１
１

　

福
島
県
に
お
け
る
在
留
外
国

人
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地

域
の
日
本
語
教
室
が
そ
の
日
本

語
学
習
の
受
け
皿
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
国
際

交
流
協
会
で
は
、
日
本
語
教
育

の
推
進
の
た
め
「
フ
ロ
ム
コ
コ

白
河
」
や
「
に
し
ご
う
地
球
ひ

ろ
ば
」
等
の
日
本
語
教
室
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の

担
い
手
の
す
そ
野
拡
大
と
資
質

向
上
を
図
る
た
め
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
７
日
㈯

　
　
　
　

９
：
40
～
15
：
30

◆
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

◆
対
象　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
方

問
福
島
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
４
・
５
２
４
・
１
３
１
５

ＦＡＸ
０
２
４
・
５
２
１
・
８
３
０
８

◆
受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
、

こ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る

方
（
中
学
校
卒
業
で
も
履
修
が

可
能
と
認
め
ら
れ
る
方
を
含

む
）
、
年
齢
、
性
別
不
問
。

　

※
た
だ
し
、
社
会
人
枠
入
試

は
20
歳
以
上
で
２
年
以
上
の
就

労
経
験
が
あ
り
専
願
の
方
。

　

受
験
申
込
方
法
等
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

30
名

◆
一
般
入
試

◇
試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、

作
文
、
面
接

◇
試
験
期
日

１
期
：
令
和
２
年
２
月
６
日
㈭

２
期
：
令
和
２
年
２
月
20
日
㈭

◆
社
会
人
枠
入
試

◇
試
験
科
目　

作
文
、
面
接

◇
試
験
期
日

　

令
和
元
年
12
月
19
日
㈭

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
３
７
０
１

　

介
護
福
祉
士
の
人
材
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
南
に
開

校
し
た
本
校
で
２
年
間
学
ん
で

介
護
の
プ
ロ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

い
ま
な
ら
様
々
な
特
典
が
あ
り

ま
す
。

・
卒
業
後
５
年
間
働
く
と
介
護

福
祉
士
の
国
家
資
格
が
付
与
。

・
県
内
の
事
業
所
で
５
年
間
働

く
と
修
学
資
金
164
万
円
返
済
免

除
。

・
ひ
と
り
親
が
介
護
福
祉
士
の

資
格
取
得
の
た
め
就
学
す
る
と

返
済
無
の
給
付
金
制
度
。

　

11
月
９
日
㈯
は
文
化
祭
。
12

月
７
日
㈯
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

是
非
校
舎
を
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
し
ら
か
わ
介
護
専
門
学
校

☎
０
２
４
８
・
２
１
・
１
２
９
４

ふ
く
し
ま
合
同
就
職

面
接
会

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

白
河
准
看
護
学
院
生
徒

募
集

し
ら
か
わ
介
護
福
祉
専

門
学
校

学
生
募
集
の
ご
案
内

募　
　

集

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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今 月 の 行 事　　【11月10日～12月９日】

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

11
■ 歯科

17（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

わ た な べ 内 科 医 院
☎22-1531（白河市新白河）

内 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎22-7252（白河市久田野）

23（土） わたなべ子どもクリニック
☎21-2166（白河市老久保）

よこむら整形外科クリニック
☎21-1455（白河市老久保）

国 井 歯 科 医 院
☎46-2558（白河市大信増見）

24（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

小 針 医 院
☎42-2366（矢吹町曙町）

吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎51-1661（中島村二子塚）

1（日） 関 医 院
☎23-3003（白河市横町）

渡 部 医 院
☎44-4111（矢吹町文京町）

九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎27-3711（白河市九番町）

8（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

ま つ や ま ク リ ニ ッ ク
☎41-2311（矢吹町八幡町）

白河みなみ歯科クリニック
☎24-3730（白河市薄葉）

11 ／

12 ／

10
（日）

泉崎村芸能発表会
休日窓口開庁日（役場・社協）

11
（月）

総合検診
三者面談

12
（火）

歯科クリニック（フッ素塗布）
４年生森林環境学習（烏峠登山）
三者面談
貯筋会
●可燃ごみ

13
（水）

出前元気はつらつ教室全体交流会
マラソン大会
英会話教室
▲資源ごみ

14
（木）

１・２年生森林環境学習（童里夢公
園）

15
（金）

令和２年度入所児募集（～２２日）
第２学期期末テスト
●可燃ごみ■不燃ごみ

16
（土）

文化祭囲碁大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

17
（日）

ふくしま駅伝競走大会
絵画教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

18
（月）

19
（火）

なかよしクラブ
手作り弁当の日
文化祭表彰式
貯筋会
●可燃ごみ

20
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

21
（木） よいこの発表会予行練習・弁当の日

22
（金）

手作り弁当の日
成人学級
●可燃ごみ

23
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

25
（月）

26
（火）

1歳児・２歳児健康相談（フッ素塗
布）
貯筋会
●可燃ごみ

27
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

28
（木）

個別懇談（11/28,29,12/2～4）
2年生食育授業

29
（金）

個別懇談（11/29,12/2～4）
休肝日
●可燃ごみ■不燃ごみ

30
（土）

よいこの発表会
休日窓口開庁日（役場・社協）

12/1
（日）

レシテーションコンテスト
休日窓口開庁日（役場・社協）

2
（月）

振替休業日
後期高齢保険料第４期納入期限
固定資産税第３期納期限
介護保険料第５期納期限
国民健康保険税第５期納期限

3
（火）

特設人権相談
貯筋会
●可燃ごみ

4
（水）

英会話教室
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

5
（木） なかよしクラブ自由参加日

6
（金）

親子キッズビート
授業参観・学年懇談会
●可燃ごみ

7
（土）

クリスマス子ども会
休日窓口開庁日（役場・社協）

8
（日）

絵画教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

9
（月）休肝日

会場：　幼稚園　 　第一小学校　 　第二小学校　　 中学校　　 保育所　　 児童館　　 保健センター　　 防災センター　　 公民館
　　　　資料館　　　図書館　　　トレーニングセンター　　　弓道場　　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公防
さ パト 弓 ソ資 図

第15回
こころん
チャリティ

地元アーティストの作品販売＆泉崎幼稚園児の作品展示
ステンドグラスクッキー作り教室、多肉植物の寄せ植え教室
カラーセラピー体験
ハンドマッサージ体験、
お茶会＆琴の演奏会
大人も子供も楽しめる催しがたくさん！ぜひご来場ください

会場 生活支援センターこころん　TEL 54-1115

11月23日(土)･24日(日)
10時～16時（最終日は15時まで)アート展

笑顔の花咲くMemorialArt
ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷
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Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

11 11 11
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：2019.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2019.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2019.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

人
病
ん
で
さ
す
ら
ふ
ば
か
り
秋
の
雲　
　
　
　

潤　

子

納
得
の
一
語
は
あ
り
や
鵙
の
贄　
　
　
　
　
　
　

々

枯
色
に
こ
と
ば
を
つ
ら
ね
杉
大
樹　
　
　
　
　

秀　

治

木
の
実
道
と
き
ど
き
割
れ
て
泣
け
る
お
と　
　
　

々

谷
の
風
ま
と
も
に
柿
の
赤
ら
め
り　
　
　
　
　

栄　

子

秋
嵐
山
道
行
き
て
倒
れ
た
木　
　
　
　
　
　
　
　

々

法
師　

今
年
の
声
を
谷
に
置
き　
　
　
　
　
　

戴　

子

秋
深
む
息
を
大
き
く
ひ
と
り
の
朝　
　
　
　
　
　

々

稲
原
の
た
ぷ
ん
と
揺
れ
て
を
さ
ま
り
ぬ　
　
　

堯　

子

捨
て
置
け
る
鎌
一
丁
や
夕
落
葉　
　
　
　
　
　
　

々

花
野
道
こ
と
ば
と
ど
ま
る
ま
ま
揺
る
る　
　
　

圭　

子

十
月
の
さ
す
ら
ふ
森
に
入
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　

々

杖
な
が
ら
声
掛
け
て
ゆ
く
秋
耕
し　
　
　
　
　

光　

德

作
業
小
屋
が
ら
ん
と
開
り
て
冬
支
度　
　
　
　
　

々

払
ひ
て
も
秋
の
蠅
寄
る
鼻
あ
た
り　
　
　
　
　

ゆ
き
こ

黄
落
期
道
標
う
づ
め
尽
く
さ
る
る　
　
　
　
　
　

々

水
際
に
生
気
の
戻
る
梅
擬　
　
　
　
　
　
　
　

和　

子

倒
し
置
く
梯
子
の
錆
や
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　

々

左
右
よ
り
木
影
の
あ
そ
ぶ
落
葉
道　
　
　
　
　

光　

郎

谷
染
め
て
稲
原
限
り
な
く
夜
へ　
　
　
　
　
　
　

々

秋
の
雲
遠
く
離
れ
し
姉
妹　
　
　
　
　
　
　
　

直　

子

自
在
鉤
気
ま
ま
に
揺
る
る
家
の
秋　
　
　
　
　
　

々

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ

ち
ら　

戸
籍
窓
口

10月１日

現　　在

男 3,088
6,264 2,166

女 3,176

９月１日

現　　在

男 3,086
6,276 2,170

女 3,190

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

金
澤　

葉は
づ
き月
ち
ゃ
ん

（
秀
則
さ
ん
・
恵
理
香
さ
ん
）

お
悔
や
み

佐
川　
　

操
さ
ん

　
　
（
78
歳
・
関
和
久
字
富
内
）

　

地　

サ
タ
さ
ん

　
　
（
92
歳
・
北
平
山
字
堂
ノ
下
）

道路の穴ぼこを見つけたら

　下記のような危険な状況の道路を発見
したらご一報ください。
　・穴ぼこや大きな亀裂がある
　・倒木がある　など

連絡先：事業課建設水道係
（℡：53-2114）
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発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
総
務
係

T
EL 0248 -53 -2111  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

令
和

元
年

11月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

い
ず
み
ざ
き

リレートーク 溝井瑞彦さん（字都橋）

　私は古殿町出身で就職を機に
泉崎村へ引っ越しました。２９
歳で結婚し、現在は３人のとて
も可愛い娘がいます。しっかり
者で几帳面、面倒見が良くちょっ
ぴり恥ずかしがり屋な長女。人
気者でパワフル、ムードメーカー
の二女。そしてうちの秘蔵っ子、
何でも挑戦し愛嬌抜群の三女。
本当に自慢の娘たちです。
　そんな娘たちに望むこと、そ
れは人とのつながりを大切にし
てもらいたいということです。
　地震や台風などの自然災害、

暗いニュースなど不安なことは
たくさんありますが、だからこ
そ誰かと支え合い助け合ってい
ける人になってもらえたら嬉し
いです。私自身、いつもこの泉
崎のたくさんの人に支えられて
いると感じています。家族はも
ちろん会社の方、地域の方、学
校や幼稚園の先生方、散歩中に
気軽に声をかけてくれるみなさ
ん。これからもそういった人と
のつながりを大切にしていけた
らと思います。

225

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

次回、堀越優美さんに
バトンタッチ！

本
栁
俊し
ゅ
ん
じ治
く
ん
（
字
桎
内
）

鈴
木
裕ゆ
う

介す
け

く
ん
（
字
八
雲
神
社
）

有
賀
陽ひ
な
と斗
く
ん
（
字
外
ノ
入
）

吉
川
愛ま
か
な叶
ち
ゃ
ん
（
字
高
屋
原
）

幕
田
直な
お
き樹
く
ん
（
字
雷
）

鴨
田
暖は
る
と人
く
ん
（
字
十
八
夜
）


